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小
宮
山
洋
子
厚
生
労
働
相
は
八
月
二
八
日

の
閣
議
に
二
○
一
二
年
版
厚
生
労
働
白
書
を

報
告
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
社
会
保
障

を
考
え
る
」。
国
民
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
で
こ
れ
か
ら
生
涯

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、
社
会
保
障
の
機
能
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
と
主
張
。
国
民
一
人
ひ
と
り
が
社
会

保
障
の
あ
り
方
を
考
え
、
国
民
的
議
論
に
主

体
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

社
会
保
障
は
経
済
成
長
に
も
寄
与

　

白
書
は
、
社
会
保
障
の
意
義
に
つ
い
て
、

個
人
に
と
っ
て
、
失
業
や
傷
病
な
ど
不
慮
の

事
故
に
備
え
る
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
役
割
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
全
体

と
し
て
、
所
得
を
個
人
や
世
帯
間
で
移
転
さ

せ
る
こ
と
で
、
貧
富
の
格
差
を
縮
小
し
た
り
、

低
所
得
者
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
「
所
得
再

分
配
」
の
機
能
や
個
人
の
力
で
は
対
応
で
き

な
い
事
態
に
社
会
全
体
で
備
え
る
「
リ
ス
ク

分
散
」
の
機
能
も
あ
る
と
説
明
す
る
。
さ
ら

に
低
所
得
の
人
た
ち
の
購
買
力
を
高
め
る
こ

と
で
、
個
人
消
費
を
促
進
し
た
り
、
医
療
、

保
育
と
い
っ
た
社
会
保
障
関
連
産
業
に
お
け

る
雇
用
の
創
出
を
通
じ
て
経
済
成
長
に
も
寄

与
す
る
効
果
も
あ
る
と
説
く
。

　

白
書
は
社
会
保
障
制
度
の
歴
史
に
つ
い
て
、

産
業
革
命
を
契
機
に
始
ま
っ
た
産
業
資
本
主

義
社
会
の
発
展
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
、
個
人

を
支
え
て
き
た
家
族
、
親
族
な
ど
の
血
縁
や

生
ま
れ
育
っ
た
土
地
な
ど
共
同
体
に
よ
る
地

縁
な
ど
の
機
能
が
弱
ま
っ
た
結
果
、
こ
れ
ら

を
代
替
す
る
仕
組
み
と
し
て
発
展
し
て
き
た

と
解
説
す
る
。
こ
う
し
た
流
れ
は
と
く
に
第

二
次
世
界
大
戦
以
降
、
多
く
の
資
本
主
義
国

家
で
経
済
の
安
定
成
長
と
完
全
雇
用
、
国
家

福
祉
の
充
実
を
め
ざ
す
「
福
祉
国
家
」
と
し

て
発
展
を
み
せ
る
。

　

七
○
年
代
に
入
る
と
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
の
影
響
で
世
界
経
済
が
鈍
化
し
、
社
会

保
障
に
対
す
る
風
当
た
り
が
強
ま
る
も
の
の
、

九
○
年
代
以
降
は
再
び
そ
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
、
給
付
と
就
労
支
援
を
リ
ン
ク
さ
せ
る

再
編
成
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。

　

先
進
国
に
お
け
る
こ
う
し
た
潮
流
は
日
本

で
も
お
お
む
ね
同
様
だ
っ
た
。
日
本
は
二
○

○
○
年
以
降
、
少
子
化
対
策
へ
の
対
応
と
持

続
可
能
な
制
度
の
構
築
を
め
ざ
し
、
制
度
の

見
直
し
を
続
け
た
。
た
と
え
ば
、
年
金
分
野

で
は
保
険
料
水
準
の
固
定
方
式
の
導
入
や
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
給
付
水
準
の
調

整
を
行
い
、
医
療
分
野
で
は
従
来
の
老
人
保

健
制
度
を
廃
止
し
、
新
た
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
を
導
入
し
た
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
一
連
の
改
革
は
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の
低
下
や
医
療
・
介
護
現

場
の
疲
弊
と
い
っ
た
新
た
な
問
題
を
引
き
起

こ
し
、
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

効
率
、
公
正
の
二
者
択
一
論
か
ら
の

脱
却
を
主
張

　

白
書
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
を
考
え

る
上
で
、
国
家
が
ど
の
程
度
ま
で
介
入
す
べ

き
か
と
い
う
点
に
も
触
れ
て
い
る
。
近
代
以

降
の
欧
米
諸
国
で
は
、市
場
が
担
う「
効
率
」

と
国
家
の
介
入
に
よ
り
実
現
さ
れ
る「
公
正
」

の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
議
論
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、「
市
場
は
資
源
配
分
の
面

で
す
ぐ
れ
た
機
能
を
持
つ
も
の
の
失
敗
す
る

こ
と
が
あ
り
、
国
家
の
関
与
を
必
要
と
す
る
。

し
か
し
、
一
方
で
、
そ
の
関
与
が
不
適
切
な

も
の
で
あ
れ
ば
社
会
的
損
失
が
生
ず
る
と
し
、

『
効
率
』
と
『
公
正
』
の
二
者
択
一
論
か
ら

脱
し
、
人
々
が
真
に
幸
せ
に
な
る
た
め
に
は

本
質
的
に
何
が
必
要
か
を
具
体
的
か
つ
全
体

的
に
整
合
性
の
と
れ
た
形
で
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

規
模
が
小
さ
く
、
負
担
も
抑
制
さ
れ

て
き
た
日
本
の
社
会
保
障

　

日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
諸
外
国
と
比
べ

ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
制

度
が
構
築
さ
れ
た
背
景
に
は
、
六
○
年
代
以

降
の
右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
と
低
失
業
率

が
あ
っ
た
。
不
足
し
が
ち
な
労
働
力
を
補
う

た
め
、
企
業
は
終
身
雇
用
や
年
功
賃
金
と

い
っ
た
長
期
雇
用
慣
行
を
定
着
さ
せ
る
と
と

も
に
、
企
業
内
の
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
て

き
た
。
男
性
が
一
家
の
稼
ぎ
手
と
な
る
一
方
、

女
性
は
家
庭
内
で
子
育
て
や
介
護
の
役
割
を

期
待
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
現
役
世
代
の
生
活
保
障
は
主
に

企
業
や
家
庭
が
そ
の
中
核
を
担
っ
た
た
め
、

政
府
の
社
会
保
障
支
出
は
他
の
先
進
諸
国
に

比
べ
、
規
模
が
小
さ
く
、
必
要
と
な
る
負
担

も
抑
制
さ
れ
て
き
た
と
す
る
。

　

日
本
の
社
会
保
障
給
付
の
規
模
な
ど
を
諸

外
国
と
比
較
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開

発
機
構
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
八
○
年

か
ら
二
○
○
七
年
ま
で
の
間
に
お
け
る
「
社

会
支
出
」（
老
齢
、
障
害
、
業
務
災
害
・
疾
病

等
、
遺
族
、
保
健
、
家
族
、
積
極
的
労
働
市

場
政
策
、
失
業
、
住
宅
、
生
活
保
護
そ
の
他

の
社
会
政
策
分
野
の
た
め
に
行
わ
れ
る
現
金

給
付
、
税
の
優
遇
措
置
、
現
物
給
付
関
連
支

出
）
で
給
付
水
準
を
み
る
と
、
政
府
、
地
方

自
治
体
な
ど
の
管
理
下
で
行
わ
れ
る
「
公
的

社
会
支
出
」
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
九
○
年
以
降

増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
一
貫
し
て
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
平
均
よ
り
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
政
府
な
ど
に
管
理
さ
れ
な
い
「
私
的

社
会
支
出
」
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
二
○
○
○
年

以
降
三
％
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
全
体
的

に
は
他
の
先
進
諸
国
と
比
べ
、
中
規
模
の
支

出
と
な
っ
て
い
る
。

　

社
会
保
障
の
給
付
規
模
を
部
門
別
に
比
較

す
る
と
、
年
金
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
、

英
国
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ
な
ど
他
の
欧
州
諸
国

を
や
や
下
回
っ
て
い
る
。
一
方
、
医
療
は
、

ア
メ
リ
カ
、
英
国
、
欧
州
諸
国
を
下
回
り
、

そ
の
他
の
給
付
（
介
護
を
含
む
）
は
、
ア
メ

リ
カ
を
上
回
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
か

な
り
下
回
る
規
模
で
推
移
し
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

厚
生
労
働
白
書

3

「
社
会
保
障
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
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高
齢
化
と
社
会
保
障
の
給
付
規
模
の
関
係

を
国
際
比
較
す
る
と
、
日
本
は
一
九
八
○
年

か
ら
二
○
○
五
年
ま
で
の
二
五
年
間
で
高
齢

化
率
で
一
○
ポ
イ
ン
ト
増
と
大
き
く
上
昇
し

て
い
る
も
の
の
、
社
会
支
出
の
対
国
民
所
得

費
の
上
昇
幅
は
約
一
三
ポ
イ
ン
ト
で
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
比
べ
る
と

低
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　

社
会
保
障
の
国
民
負
担
率
（
国
民
所
得
に

対
し
て
、
税
負
担
と
社
会
保
障
負
担
の
占
め

る
割
合
）
を
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
を
上
回
っ

て
い
る
も
の
の
、
国
際
的
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加

盟
国
三
二
カ
国
中
、
二
七
位
と
低
い
水
準
に

あ
る
。

　

白
書
は
社
会
保
障
制
度
の
前
提
と
な
る
日

本
社
会
の
長
所
と
し
て
、
就
職
率
や
教
育
水

準
が
比
較
的
高
い
こ
と
や
国
民
の
経
済
的
な

自
立
度
が
高
い
こ
と
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
高

い
平
均
寿
命
と
低
い
乳
児
死
亡
率
を
達
成
し

な
が
ら
、
保
健
医
療
支
出
は
相
対
的
に
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
質
の
高
い
保
健
医

療
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
も
長
所

の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
短
所
と
し
て
は
、
所
得
格
差
が
顕

在
化
し
て
い
る
こ
と
や
就
業
率
の
男
女
差
や

男
女
間
賃
金
格
差
が
大
き
い
こ
と
を
あ
げ
て

い
る
。
生
活
満
足
度
の
低
さ
や
自
殺
率
の
高

さ
、
政
治
制
度
や
公
的
機
関
へ
の
信
頼
度
な

ど
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
を
下
回
る
な
ど
社
会
的

な
信
頼
感
や
つ
な
が
り
に
関
わ
る
点
に
も
問

題
が
あ
り
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
確
保
の

点
か
ら
も
こ
う
し
た
点
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

九
○
年
代
以
降
、
国
内
外
の
社
会
経
済
情

勢
が
変
化
す
る
中
で
、
日
本
の
制
度
が
前
提

と
し
て
い
た
社
会
構
造
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ま
で
主
流
だ
っ
た
長
期
雇
用
慣
行
は
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
国
際
競
争
激
化
の

波
を
受
け
た
結
果
、
給
与
水
準
が
低
い
非
正

規
雇
用
の
労
働
者
が
全
労
働
者
の
三
分
の
一

を
超
え
る
な
ど
、
企
業
に
お
け
る
就
業
形
態

が
多
様
化
し
、
従
来
の
よ
う
な
生
活
保
障
機

能
が
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
女
性
の
社
会
進

出
が
進
む
な
か
で
、
専
業
主
婦
が
育
児
や
介

護
を
担
う
モ
デ
ル
も
限
界
を
迎
え
て
い
る
。

　

核
家
族
化
の
進
展
、
単
身
世
帯
の
増
加
な

ど
で
、
家
族
や
親
族
内
で
支
え
あ
う
機
能
に

低
下
が
み
ら
れ
る
。
都
市
化
に
伴
う
生
活
様

式
が
地
方
に
も
浸
透
し
た
こ
と
で
、
地
域
共

同
体
で
支
え
合
う
機
能
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

さ
ら
に
今
後
懸
念
さ
れ
る
の
が
少
子
高
齢

化
の
進
展
だ
。
推
計
に
よ
れ
ば
、
二
○
六
○

年
に
は
人
口
が
九
○
○
○
万
人
を
割
り
込
む

一
方
で
、
六
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
の
割
合

は
約
四
割
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
少
子
高

齢
化
が
進
め
ば
、
社
会
保
障
の
支
出
が
増
え

る
一
方
で
、
労
働
力
人
口
は
減
少
し
、
支
え

手
で
あ
る
現
役
世
代
の
負
担
が
大
き
く
な
る
。

「
全
員
参
加
型
社
会
」
の
構
築
が
必
要

　

労
働
力
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

若
者
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
人
が
就
業
意
欲
を
実
現
で
き
る
、

持
続
可
能
な
「
全
員
参
加
型
社
会
」
を
構
築

し
、
就
業
率
を
上
昇
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
研
究
会
の
試
算
に
よ
る
と
、

経
済
成
長
と
労
働
参
加
が
適
切
に
進
ま
な
い

場
合
、
二
○
三
○
年
の
就
業
者
数
は
二
○
一

○
年
時
点
と
比
べ
て
、
約
八
四
五
万
人
減
少

す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
、
一
方
で
、

経
済
成
長
が
実
現
し
、
全
員
参
加
型
社
会
が

実
現
す
れ
ば
、
二
○
三
○
年
の
就
業
者
数
は

約
二
一
三
万
人
の
減
少
に
留
ま
る
と
い
う
。

　

日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
自
助
・
共
助
、

公
助
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
設
計
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
核

家
族
化
な
ど
家
族
の
あ
り
方
が
変
容
し
て
い

る
こ
と
、
地
域
の
関
わ
り
合
い
が
希
薄
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
非
正
規
雇
用
の
労
働
者

が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
「
自
助
」
を
実
現

す
る
た
め
の
環
境
が
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

現
在
、
政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
「
税

と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
は
、
こ
う
し
た

認
識
の
も
と
、「
自
助
」
の
実
現
を
「
共
助
」

や
「
公
助
」
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
三
者

の
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が
重
要
と
の
認

識
に
立
っ
て
い
る
。

家
族
、
地
域
、
企
業
・
市
場
、
政
府

の
役
割
を
提
言

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
白
書

は
、
家
族
、
地
域
、
企
業
・
市
場
、
政
府
と

い
っ
た
社
会
を
形
成
す
る
各
主
体
が
生
活
保

障
で
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
機
能
と
現
在

の
課
題
に
つ
い
て
整
理
し
、
今
後
必
要
な
支

援
な
ど
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
家
族
に
つ
い
て
は
、
女
性
に
偏
り

が
ち
な
家
庭
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、「
子
育

て
支
援
の
強
化
な
ど
を
通
じ
て
、
社
会
全
体

で
家
族
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
し

て
い
る
。

　

地
域
に
つ
い
て
は
、
若
者
と
子
ど
も
が
定

住
す
る
た
め
、
雇
用
と
所
得
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
経
済
活
動
や
雇
用
機
会
の
源
泉

と
な
る
産
業
の
定
着
を
図
る
こ
と
な
ど
が
必

要
と
訴
え
る
。

　

企
業
や
市
場
に
対
し
て
は
、
富
や
雇
用
機

会
を
生
み
出
す
源
泉
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
企
業
に
よ
る
新
た
な
産
業
の
創
出

や
市
場
の
開
拓
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
い

る
。

　

最
後
に
政
府
に
対
し
て
は
、
国
民
の
自
立

を
支
え
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
社
会
基

盤
を
提
供
で
き
る
よ
う
制
度
改
革
に
取
り
組

む
こ
と
を
求
め
た
。

望
ま
し
い
社
会
の
姿
を
考
え
る
こ
と

が
重
要

　

個
人
に
と
っ
て
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
は
、

ま
ず
、
血
縁
、
地
縁
、
職
縁
と
い
っ
た
私
的

な
結
び
つ
き
が
果
た
す
機
能
が
あ
り
、
そ
れ

を
政
府
な
ど
の
公
的
部
門
が
代
替
・
補
完
す

る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

社
会
保
障
を
考
え
る
に
は
ま
ず
、
人
々
が
幸

せ
に
暮
ら
す
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
社
会
が

望
ま
し
い
か
を
考
え
、
家
族
や
地
域
社
会
の

あ
り
方
、
機
能
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
上
で
、

ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
な
や
り
方
で
社
会
保

障
が
代
替
・
補
完
す
る
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
社
会

保
障
の
機
能
・
役
割
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

社
会
保
障
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
を
訴
え
る
。
公
的
負
担
が
増
え
れ
ば
私
的

負
担
が
減
り
、
公
的
負
担
が
減
れ
ば
私
的
負

担
は
増
え
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
適
切
な
組

み
合
わ
せ
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、社
会
保
障
は「
支
え
合
い
の
制
度
」

で
あ
る
以
上
、
自
分
の
都
合
や
利
益
だ
け
で

な
く
、
他
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
社
会
の
あ

り
方
を
考
え
る
視
点
も
極
め
て
重
要
と
主
張

し
て
い
る
。

　

最
後
に
白
書
は
、
政
府
が
進
め
る
「
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
に
つ
い
て
、「
新
た

な
日
本
の
社
会
保
障
の
構
築
に
向
け
て
の
第

一
歩
」
と
位
置
づ
け
、「
社
会
保
障
の
受
益
と

負
担
の
当
事
者
で
あ
る
国
民
一
人
ひ
と
り
が

社
会
保
障
の
現
状
や
課
題
、
政
府
が
な
す
べ

き
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
主
体
性
と
責

任
感
を
持
っ
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
」
と
締

め
く
く
っ
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）




